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表1プ ロフ ィー ル
名前 鑞 国 来日年 日本語学習歴 使用言語(下線は母語)
A 30代
女性






































この国語の支援は 「教科 ・母語 ・目本語相互育成学習モデル」(岡崎1997)に基づい
て行われた。このモデルは、子どもの母語を活用することで、母語を保持育成ながら、
日本語を学び、教科の内容の理解を可能にしようとするものである。
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表2Aの 教材文翻訳の概要
年 ・月 単元名 系 列3) 支援内容







2006・11 考えるイルカ 論理 ・NC




2007・6 ごはん 読書 ・本文を日本語からスペイン語に翻訳
2007・7 テレビ映像の本質 情報 ・NC









2007・11 テクノロジーとの付き合い方 論理 ・NC
2007・11 テクノロジーと人間性 論理 ・本文を日本語からスペイン語に翻訳
表3Bの 教材文翻訳の概要
年 ・月 単元名 系列 支援内容
2006
10^11平家物語 古典
































① 支援で翻訳教材を使用 した時の子 どもの様子 を伝 えた。
具体例の一つ として 「子 ども(中 学3年、メキシコ出身、来 日4年目)は 『ごはん』
の翻訳文を集 中 して読み、 さらには音読 していた。また、内容 について、母語で
のや りとりをし、その後、母語のワークシー トを解いた ところ、ほぼ、理解 して
いた。(2007年7月12日の支援記録 より)」とい う内容 を伝えた。
② 翻訳教材 を使用 して、直接子 どもに支援を行った支援者(ス ペイン語が堪能な 日
本人)か らの感想や、翻訳に対する評価について伝えた。具体例の一つ として支
援者か らの 「Aさんはよく漢詩の内容 を理解なさって適切なスペイン語訳 をつけ
てくださっている」 「現代語にするのも難 しい 『万葉集』のスペイン語訳に鱒 ・た。





























分、Bは50分である。インタビューの主な項 目は① 子 どもの現状について、② 翻訳 ・
通訳 の経験について、③ 教科書の翻訳 について、④ 翻訳作業について、⑤ 日本人 との
連携について、⑥ 地域の人が子 どもの学習サポー トをすることについて、に大別 される。
これ らの項 目を 目安 とし、会話の自然 な流れに合 わせ、質問順番などを柔軟に変更 し
なが ら行った。インタビューは了承の上、ICレコーダーに録 音し、全て文字化 した。
3.6分析方法


















そして、カテゴリー 相互の関係をもとにストー リーラインを作 り、結果図を作成した。
4.結 果 と考察
4.1結果 図
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きな 【達成感】につながっていると言える。この 【達成感】 が次回の翻訳支援へのチャ
レンジにつながり、継続的な支援が可能になったと言える。















態調査の結果 について」によると、子 どもの不就学の理由の上位 に 「日本語がわからな
い」、 「学校へ行 くとい じめられる等するから」があげられている。 このことか ら、Aと
Bの身近にいた子 どもが 「たまたま」困難を抱えていたわけではないことが窺われ る。
例3:先 生達は本当にや さしかったんです けど、その問題(い じめ)で(弟は)やめた
んです。
インタビューでは支援者の身近にいた子 どもがそれぞれ学校をやめたと述べていた。
彼 らの語 りか らく不登校 ・退学 〉に至 る経 緯にく 日本語がわかない 〉、〈い じめを受
ける〉があることが窺える。 日本の子 どもと違い、 日本 国籍 を有 しない子 どもを持つ親
は、法律上の 「就学義務」はないものとされている(太 田 ・坪谷2005)。例2や例3の
ように、子 どもが学校 に通っているが、なんらかの問題で、〈不登校 ・退学 〉となる場
合があったとしても、親は法律上の問題は問われない。 さらに、深刻な問題 として、以
下の語 りがあった。
例4:親 の言葉を話 した くない。(中略)コンプレックスがあると思 うけど、子 ども
の時い じめられた。(中略)だから、コンプレックスがあるか ら、親の言葉を話
したくない と、南米アメ リカの人 といたくないと、家族 といたくない。














たぶんこれかな?も う、す ごく練習6`なりま した。す ごく、うれ しい。終わっ











例8:子 ども、教 えがあ りますね。内容 、この物語(『走れメロス』)内容 は。(中略)
最後、最後ね、あの、二人は友達になったか ら、私おもしろいと思います。





例9:日 本人の生活わからないけど、日本人の考え方 も時々入 るか ら…例 えば、な
んか自然が大切 と、あとは戦争 も起こったとか、何か 日本人、その人だけじゃ
なくて、他の人も、だから、あとは勉強 も簡単になるか ら。
例10:この 日本の本、昔(=古 典)ですけどね、子 どもを勉 強す るときに、言葉だけ
じゃなくて、あの、日本の習慣、覚えますね。このテキス トは本当に教育教え
ますね。だから、あの、機会があったら本当に一生懸 命勉強 したほ うがいい と
思います。











ンプル です(=が あ ります)。(中略)日本人は 自然なことはす ごく、フィー リ
ング、何か、水のこととか、あとは花 を見るとか、す ごく何か感 じる。南米アメ







すね。(中略)(テレビは)何も心配 しなくて、あの、何て言 うんですか。何 も考
えなくて、休むだけ。で も、学校へ行った ら、本 当にま じめなこと考 えさせま
玉






以上のように支援者は自らの翻訳の経験を通 して国語の 【教材文のおもしろさ ・意
義を発見】しているのが窺える。
























例16では、支援者は、 自分はプロフェッシ ョナルではない と前置 きをした上で、 ど
のような態度で翻訳を行ってきたか述ぺている。翻訳を読む対象は成人ではく、認知途




























1例 ・9・わかるようになるからいいと思 う・たぶ从 学校は行きたい嫡 ちになる・















例22:工場の仕事 したいと、 えっ と、あま り日本語必要がない。 日本 に住んでい
るけど、本 当は 日本語が必要ない。 それは事実。だけど、それはよくない と
思 う。工場で働 いて、ちょっとお金集まって、大学 とか、あるいは帰国する
とか、 自分の店 とか持つ とかいいけど、ずっと工場で働 くと、ま、仕事だけ
ど、いいから、でも、難 しいテーマだけど、私はロスタイムだと思 う。
例21では、学校へ行 くことで将来の選択肢 を増やすチャンスになると考えている。
さらに例22では、 「難 しいテーマ」だとしながらも、働 くことで貯 めたお金 を自分 自身
の将来(進 学、仕事)に 使 うべきだとい う支援者の見解を述べている。例21も22も支
援者 自身の経験、あるいは、支援者の身近で起 こったことをふ り返 りながら述べてお り、
このことは、子 ども達へのメッセージとも受け取れる語 りだと言 える。さらに例23では、
例23:本当はこの(翻訳)プ ロジェク トがあると本 当に うれ しい。日本人はなんか






















i例25・鰓 胤 嵐 子ども達を手伝ってあげるから、私 うれしカめ たん矧
例26:(支援をしている)M子 さんもうれ しいから、(中略)自 分のため、他の人













































































































1)日 本 にお いては 日本語 を母語 とす る者 が言 語多数派 で、 日本語 以外の言語 を母語 とす
る者が言語少数派 である。本研 究では圧倒 的な 日本語環 境で 日本 語以外の言 語を母 語
とす る子 どもとい う意味で 「言語少数派の子 ども」とい う言い方をす る。
2)Bは 日本 語能力検定試 験未受験。そのため 「2級レベル」とい う判断は筆者 によるもの
である。
3)東 京書籍 の分類 による。「平成18年度 用新 編新 しい国語の内容解説、学習教材 一覧(領
域 別 ・学 年 別)」<http://ten.tokyo-shoseki.co.jp/text2006/chu/kokugo/naiyo/
jkx48428.pdf>(2008年2月10日)
4)イ ンターネ ッ トに接続 している人同士が、テキス ト(文字)の メッセージを、1対1でリ
アル タイム にや りと りで きるサー ビスの こ と。 〈http://messenger.yahoo.co.jp/
newtoim.html>(2008年2月11日)
5)木 下(2003)によるとM-GTAは度数による分析ではないので、明確な論理 的理 由によっ
て対象者 が少 ない とい うことはあ り得 るとしている。また、対象者の人数 自体ではな く、
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